





Examination of Factors Affecting the Change in Self-Education Ability 
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を上回っており、教育効果は概ね良好であったと考えられる。しかしながら、項目間に有意な差は見ら
れなかった。全ての回答が5段階評価のうち５に偏ってしまった結果から、今後は反転項目をつくるな
ど項目の見直しが必要である。
　自己教育力の４つの側面のうち、有意差はみられないものの僅かながら変化がみられた「自信・プラ
イド・安定性」とヒューマンライブラリーに関する調査結果との関係性では２つの項目間に有意な相関
が見られた。多様性の理解と「ときどき自分自身がいやになるときがある」（反転項目）のペア、行動
の変容と「今の自分に満足している」の２つのペアに相関が見られたことは、HLの実施により自分自
身を肯定的にとらえることにつながったと捉えられる。
　HLに学生司書として関わった学生は、「本」である人との接触過程の中で、本を理解し共感性を高め、
語ってくれることへの感謝の念をもつ。また一方でHLという企画の貴重性に気づき、成功を願い、綿
密な準備を進める。その過程はアクティブラーニングであり、多面的な成長を遂げるものであると考え
る。本研究はその第一歩として、HLに学生司書として関わった学生の客観的評価法の確立の土台作り
に着手できたのではないかと考える。
　今後の展開としてはフリーアンサーによる調査結果をテキストマイニングを用いて解析するなど、対
象者が少数でありながらも、客観性を担保しながら学生の内面的変化を探る方法について模索していき
たい。
８、附　　記
　本研究は2018年度新潟青陵大学短期大学部学長教育改革助成金（課題名：ヒューマンライブラリー学
生司書プロジェクト）の助成により実施した。
